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申込

ゆずり葉
あおいあおい

# 本番日時　2025年
7月 27日 ( 日 )

# 会場　藤沢市民会館
大ホール

#曲目　こどもとおと
なのための合唱曲集「

ゆずり葉の木の下で」
より

あおいあおい（作詞：
小舞まり／作曲：信長

貴富）

「ゆずり葉」に寄せる
バラード（作詞：河井

醉茗／作曲：信長貴富
）

#練習日時・会場	 ①
6月 22日（日）13:

30 ～ 15:30@湘南台
市民シアター	リハー

サル室

	 ② 7月 13日（日）1
3:30 ～ 15:30@藤沢

市民会館第２展示集会
ホール

	 ③ 7月 19日（土）1
3:30 ～ 15:30@藤沢

市民会館第１展示ホー
ル

	 ④ 7月 26日（土）1
4:00 ～ 15:50@藤沢

市民会館第１展示ホー
ル

	 ⑤ 7月 26日（土）1
6:00 ～ 17:30@藤沢

市民会館大ホール<最
終リハーサル>

#募集パート	 児童パート（声変わり
した男性は、大人の男

声パートでの参加も可
）

友達や仲間を誘い合っ
て、たくさん練習に参

加しよう！

# 指揮　信長貴富（作
曲家）　#講師・合唱

指導　浅野深雪（合唱
指揮）

# 参加料　無料
#申込方法　右の 2次

元コードから

	 	 申し込みフォームにア
クセスし、

	 	 必要事項を入力くださ
い。申込〆切は、7月

25日（金）13時まで

# その他　事前にお送
りする楽譜を見なが

ら、右の Youtube の
曲を確認してくださ

い

本番は、「第 42回ふ
じさわ合唱祭」で藤

沢市合唱連盟のこど
もや大人と一緒に歌

います

ふじさわ合唱祭の観
覧は無料です

主催：藤沢市合唱連盟
　　後援：藤沢市

共催・問い合わせ：(
公財 ) 藤沢市みらい創

造財団　TEL0466-2
8-1135

# ふじさわみらい#ふじさわみらい
　合唱団大募集　合唱団大募集♫♫

『ふじさわ合唱祭』
作曲家 信長貴富さんが直接指揮をする特別なステージで歌おう！

#学校の枠を越えた、

　様々な年代の合唱好
きの人たちと一緒に

　　　　　　　　　　
　　で歌いませんか。



藤沢市民オペラ
ロッシーニ　　

《ランスへの旅》
演奏会形式　全１幕　（イタリア語上演・日本語字幕付）

指揮 園田隆一郎　　合唱指揮：浅野深雪　

藤沢市民オペラは、市民団体のオーケストラと合唱が、プロの音楽家、演出家、舞台スタッフ等と協働で実施し

ています。1973 年の第 1 回からこれまでに25回開催してきており、日本の「市民オペラ発祥の地」として知られ、

50 年以上の歴史があります。今年はロッシーニ作曲の《ランスへの旅》をコンサート上演します。

管弦楽：藤沢市民交響楽団　合唱：藤沢市合唱連盟　

制作：藤沢市民オペラ制作委員会　主催：（公財）藤沢市みらい創造財団　共催：藤沢市

藤沢市民オペラとは

藤沢市合唱連盟とは

ふじさわ合唱祭とはふじさわ合唱祭とは

藤沢市教育委員会の支援により 1981 年創設。1983 年から「ふじさわ合唱祭」を主活動として毎年

開催しています。現在、滝の沢中学校、第一中学校、村岡中学校、湘南学園中学校の合唱部・合唱団を

含む学生 7 団体、ジュニア 4 団体、一般 37 団体が所属。藤沢市民交響楽団やプロオーケストラとの

共演も積極的に実施しています。藤沢市民オペラに「藤沢市合唱連盟」として出演していおり、「セミラー

ミデ」「トスカ」「湖上の美人」「ナブッコ」「ラ・ボエーム」「オテッロ」など数々出演し、好評を博しています。

ふじさわ合唱祭は、藤沢市合唱連盟に所属している合唱団が集まり、日頃の練習の成果を発表しあ

う、藤沢市内で最大の合唱イベントです。講師として、信長貴富氏、木下牧子氏など著名な音楽家

が各合唱団の講評を行います。今回みなさんには、ふじさわ合唱祭で「ふじさわみらい合唱団」の一員

としてご参加いただきます

　　　　　作曲

2026 年 3 月 15 日 ( 日 )　藤沢市民会館 大ホール

昨年の本番と練習の様子

昨年の 「ふじさわみらい合唱団」 に参加した方の声

「すごく楽しくて、 またの機会があったら参加したいと思いました。 教え方が良く、 楽しかった。」

「自分の所属団体以外のグループで大勢集まって歌うのが新鮮で楽しかったです。 また歌いたいです‼」

ものがたり

「国王シャルル 10 世の戴冠式のために、ランスへ出発する客たち」がホテルに宿泊しています。

ホテルの従業員たちはホテルの評判を上げるために働く一方、宿泊客たちはドタバタ劇を繰り広げます。

そんな中、「馬が手に入らず、宿泊客はランスに行けない」という悲しいニュースが入り、皆は落ち込みます。

しかし「国王はランスの後に、パリでも戴冠式をあげる」というニュースが続いて入ってきて、皆は一転して喜びます。

ホテルのオーナーはパリで接待することを約束し、皆がフランスと王を称えて幕が下ります。


